
和⽥島緑地では、
憩いとスポーツ振
興の場 として、県

利⽤いただいてい
ます。

徳島⼩松島港は四国東部の
紀伊⽔道沿岸のほぼ中央に位
置し、背後には徳島県の政治
経済 ⽂化の中⼼地である徳島
市及び⼩松島市を擁し、古く
から近畿経済圏との結びつき

沖洲(外)地区

津⽥地区

本港地区

⾦磯地区

⾚⽯地区

⾚⽯地区では、ガントリークレーンの共⽤により、
国際物流ターミナルとして、物流を⽀えています。

沖洲(外)地区及び津⽥地
区では、徳島南部⾃動⾞道が
共⽤し、 四国の⽞関⼝ とし
ての機能を担う 陸 海 空の
結節点 が誕⽣しました。
これにより、物流輸送機能

の更なる向上につながりまし
た。

重要港湾
徳島⼩松島港
のご紹介

が強く、本県の海上交通の要衝として重要な役割を果たしています。
近年では、クルーズ船の寄港が年々増加しており、今後も港を利⽤し

た経済効果創出が期待されています。

【徳島⼩松島港の役割】
徳島⼩松島港は主に次の１５地区から構成されています。

（北から）
・沖洲地区 和歌⼭県と結ぶフェリーの発着地
・沖洲（外）地区 フェリーの発着地及び⼤規模災害時における

海上からの緊急物資等の輸送拠点
・中洲地区 プレジャーボートの係留場所
・末広地区 背後地に物流倉庫群が⽴地
・万代地区 プレジャーボートの係留場所
・万代中央地区 港湾施設を活⽤したにぎわい空間を形成
・昭和地区 資源の再利⽤拠点
・津⽥地区 主に⽊材の物流拠点であり、背後地には

製材関係企業が集積する⽊材団地を形成
・与茂⽥地区 主に漁船の係留場所
・元根井地区 主に漁船の係留場所
・本港地区 みなとオアシスとしてにぎわい空間を形成
・旧港地区 主に漁船の係留場所
・横須地区 主に漁船の係留場所
・⾦磯地区 主に原⽊の移⼊やクルーズ船の寄港地
・和⽥島地区 主に漁船の係留場所
・⾚⽯地区 コンテナ貨物を取り扱う国際物流ターミナル

沖洲(外)地区 ⾦磯地区 ⾚
⽯地区では、令和 年度に、初
寄港となる「チャイナ マーチャ
ンツ エデン」を⽪切りに計１５
回のクルーズ船の寄港がありまし
た。

にっぽん丸 チャイナ マーチャンツ
エデン
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徳島⼩松島港の防災対策
徳島⼩松島港では、沖洲(外)地区及び⾚⽯地区に、⼤規模地震発⽣

時に緊急物資等が輸送できるよう、耐震強化岸壁を計３バース整備し
ています。
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沖洲地区及び沖洲(外)地区は、それぞれにフェリーが就航し

便往復しています。

「ひょうたん島川の駅ネットワーク」は、
「ひょうたん島」をとりまく１周約６ｋｍ
の川の各所に船が着き、⼈が乗り降りできる
桟橋などがある「川の駅や停留所」を整備し、
ネットワーク化を図っています。
「ひょうたん島川の駅ネットワーク構想」は、

市街地への⼈々の誘導や移動⼿段などの取

⽣活に根づき、愛着を感じられる「川の駅ネットワーク」を⽬指すとともに、
市外の⽅が興味や関⼼を持ち、実際に体験し楽しむ⼈が増えることで、さらに魅⼒が拡
⼤していく「川の駅ネットワーク」を⽬指します。

本港地区は「⼩松島みなと交流センターkocolo」を中⼼
に、「ＮＰＯ法⼈港まちづくりファンタジーハーバーこま
つしま」が運営をしているみなとオアシスです。フリー
マーケットや直産市、休⽇のイベントで地域の賑わいづく
りに貢献しています。

本港地区

フェリー旅客船

にぎわい空間

沖洲(外)地区沖洲地区

万代中央地区

ひょうたん島川の駅ネットワーク みなとオアシス

万代中央地区は、娯楽施設や病院、マンション等が⽴地するなど、周辺環境が⼤き

く変化したことから、現在、港湾物流としての役割が低下し、使われなくなった倉庫を活

⽤した「にぎわい空間」への転換に取り組んでおり、イベントなどを通して、多くの来場

客でにぎわう空間へと転換しています。

今後もにぎわい空間の創出を加速させるため、必要となる建物の補償経費などの費⽤に

対する⼀部⽀援やインフラ整備など、多くの⼈が集まれる環境を整えて参ります。

南海フェリー オーシャン東急フェリー


